
〈問い合わせ〉農業委員会事務局　℡0967（67）2706

■日　　時：11月19日（水）
 午後1時30分～（午後1時受付開始）
■場　　所：南阿蘇中学校第1体育館（車でお越しの際は、中学校
 グラウンド駐車場に駐車してください。）
■講　　師：鈴木宣弘さん（東京大学大学院教授）
 吉田俊道さん（（株）菌ちゃんふぁーむ代表）
■申込方法：二次元コードを読み取り、申し込みフォームから入力
 をしてください。
 （※当日会場での受付も可能）

阿蘇の農業が日本を救う
　農業みらい公社では、農業の最新知識や技術を取得し、農業経営の安
定化や活性化を図ることを目的として、日本の食料安全保障問題の第一
人者として食糧危機への対応を訴え続けている東京大学大学院教授の鈴
木宣弘さん、化学合成農薬や化学肥料を使わずに微生物の力を借りて土
づくりをする菌ちゃん農法を実践している吉田俊道さんの2人を講師と
して招き、講演会を開催します！

〈問い合わせ〉農政課 有機農業推進係　℡0967（67）2706

■日時　12月6日（土）　午後1時30分～3時30分
■場所　保健センター調理室
■募集人数　16人　　■参加費　500円
■その他　マスクとエプロンをご持参ください。おみや

げに濃甘酒1人200㏄をご用意しております。
■後援　南阿蘇村・全国農業新聞
※男女どなたでもお気軽にご参加ください。定員になり次第締め切ります。

発酵ソムリエが伝える「ワクワク発酵生活」講座のお知らせ
　南阿蘇女性農業委員主催の講座を開催
します。今回の講座では、阿蘇のおいし
い米と水で作る濃甘酒の作り方と楽しみ
方をお伝えします。
　参加申し込みは二次元コードを読み取
るか、農業委員会までお申し込みください。

～鳥獣被害対策 Vol.8～

～悪さをする小動物について知ろう～

地域ぐるみの「環境づくり」

南阿蘇村農業みらい公社通信 Vol.38
　農業公社では農業の理解促進のため、水田や
落花生のオーナー制度も行っています。
　今年は9月13日にオーナー水田の稲刈り、14
日に落花生の収穫を行いました。
　オーナー制の落花生は「おおまさり」という千
葉県で育成された大粒の落花生で、塩ゆでで食
べるのがおすすめの品種です。5月に種まき、7
月にビニールマルチはぎを経て、9月に収穫を迎

えました。落花生はここ数年収穫量が少なくなっ
ていたため、1区画の面積をこれまでの2倍に広
げ、収穫時期も早めにしたことで、1区画の20
粒の種から9㎏の収穫があったところもありま
した。
　また、今年は稲わらを使った鍋敷きづくりや、
塩ゆで落花生を使ったペースト作りなどのワー
クショップも行い好評でした。

わらの鍋敷づくり落花生収穫

鳥獣被害に関する質問・
イベントの事前登録を

募集中です。

〈問い合わせ〉農政課 林務整備係　℡0967（67）2706

こちらから受け付けています

　今後、「お肉の解体方法」や「料理方法」など狩猟初心者からベテラン、また興味がある
けど誰に聞いたらいいのか分からないという人まで、村民の皆さんが参加できるさまざま
なイベントを計画していきたいと思います。開催時期は改めてご案内いたしますので興味
のある人は事前に登録をお願いします。

～ジビエ協力隊からのおしらせ～

1.　餌になるものを野外に放置しない！
害獣対策の基本中の基本。農地周辺に放置された生ごみ、収穫しない野菜や果実、すでに被害にあった農作物
は適切に処理しましょう。

2.　放棄された果樹の管理
所有者が不明、あるいは誰も収穫しない果樹は、地域の合意の上できる限り収穫するか、伐採しましょう。

3.　防護柵の設置
物理柵（目合7.5㎝以下のワイヤーメッシュ・トタンなど）と電気柵を組み合わせるとより効果がでます。アナ
グマ対策には柵と地面の設置面を念入りに固定する必要があります。

3つの対策

　野生動物を捕獲するためにワナを設置するには狩猟免許が必要となりますが、①農地の所有者が②農作物被害を
防止する目的で③私有地内で④小型箱ワナにより有害鳥獣の捕獲を行う場合には狩猟免許
は不要とされています。ただし、捕獲するためには「捕獲許可」が必要となりますので、
事前に役場まで捕獲許可申請をお願いします。

捕獲
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